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狛
江
市
教
育
委
員
会
で
は
、

３
月
　
日
、
市
重
宝
（
建
造
物
）
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に
「
石
井
家
住
宅
主
屋
、
長
屋

門
、
土
蔵
」
の
３
棟
（
所
有
者

／
個
人
）、
市
重
宝
（
考
古
資

料
）
に
「
弁
財
天
池
遺
跡
１
号

方
形
周
溝
墓
出
土
遺
物
」（
所
有

者
／
狛
江
市
教
育
委
員
会
）
の

２
件
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
　
日
、「
狛
江
市
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和
泉
遺
跡
出
土
和
泉
式
土
器
」

が
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
東

京
都
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古

資
料
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た（
所

有
者
／
狛
江
市
教
育
委
員
会
、、

東
京
航
空
計
器
株
式
会
社
）。

【
石
井
家
住
宅
】

　
石
井
家
住
宅
は
、
元
和
泉
一

丁
目
の
旧
鎌
倉
道
の
北
側
に
あ

り
ま
す
。
南
に
面
し
て
長
屋
門
、

正
面
に
主
屋
、
裏
手
に
土
蔵

（
文
庫
蔵
）
が
あ
り
ま
す
。

　
主
屋
は
、
木
造
平
屋
建
、
桁

行
約
　
ｍ
（
　
間
）、
梁
間
約
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10

ｍ
（
　
間
）、
屋
根
は
寄
棟
造
で

5.5

昭
和
８
年
頃
に
茅
葺
き
か
ら
瓦

葺
き
に
改
造
し
て
い
ま
す
。

　
間
取
り
は
、
六
ツ
間
型
で
、

土
間
か
ら
座
敷
に
上
が
る
と
南

側
に
ヒ
ロ
マ
、
ナ
カ
ノ
マ
、
オ

ク
ザ
シ
キ
と
続
き
、
北
側
に

チ
ャ
ノ
マ
、
ナ
ン
ド
な
ど
を
配

し
て
い
ま
す
。

　
柱
に
張
ら
れ
た
祈
祷
札
に

「
法
主
　
慶
文
」
と
記
さ
れ
、

慶
文
は
六
所
宮（
伊
豆
美
神
社
）

の
別
当
行
宝
院
の
七
世
で
、
寛

政
　
年
（
１
８
０
０
）
に
亡
く

12
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
主
屋
の

建
築
年
代
は
　
世
紀
末
頃
と
推
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定
さ
れ
ま
す
。

　
長
屋
門
は
、
木
造
平
屋
建
、

桁
行
約
　
ｍ
（
　
間
）、
梁
間
約
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7.5

５
ｍ
（
　
間
）、
屋
根
は
寄
棟
造
、

2.5

茅
葺
き
で
上
部
に
ト
タ
ン
を
被

せ
て
い
ま
す
。
建
築
形
式
か
ら

　
世
紀
初
め
頃
の
建
築
と
推
定

19さ
れ
ま
す
。

　
土
蔵
は
、
木
造
二
階
建
、
桁

行
約
５
ｍ
（
３
間
）、
梁
間
約
４

ｍ（
２
間
）。
明
治
　
年
に
蔵
前
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座
敷
を
新
築
し
て
い
ま
す
の
で
、

明
治
時
代
初
め
頃
の
建
築
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

　
石
井
家
住
宅
主
屋
、
長
屋
門
、

土
蔵
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら

後
期
、
明
治
時
代
初
期
に
至
る

建
築
技
法
が
セ
ッ
ト
と
し
て
良

く
と
ど
め
ら
れ
、
建
築
史
学
上

か
ら
も
貴
重
な
も
の
で
す
。
な

か
で
も
、
主
屋
の
規
模
は
桁
行

　
間
あ
り
、
江
戸
時
代
中
期
の

13武
蔵
野
を
代
表
す
る
大
規
模
農

家
で
あ
る
と
と
も
に
、
江
戸
時

代
後
期
に
名
主
階
層
の
間
取
り

と
な
っ
た
六
ツ
間
型
間
取
り
の

先
駆
的
主
屋
と
し
て
の
価
値
を

も
つ
も
の
で
す
。

　
今
回
指
定
し
た
石
井
家
住
宅

主
屋
、
長
屋
門
、
土
蔵
の
３
棟

は
、
今
秋
に
解
体
さ
れ
、
国
営

昭
和
記
念
公
園
こ
も
れ
び
の
里

に
移
築
復
元
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
石
井
家
住
宅
は
現
在
、

お
住
い
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
方
形
周
溝
墓
出
土
遺
物
】

　
弁
財
天
池
遺
跡
１
号
方
形
周

溝
墓
出
土
遺
物
は
、
昭
和
　
～
62

　
年
に
か
け
て
、
狛
江
駅
北
口

63の
再
開
発
事
業
に
伴
う
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
も
の
で
す
。

　
方
形
周
溝
墓
と
は
、
弥
生
時

代
に
作
ら
れ
た
墓
の
一
種
で
す
。

周
り
を
溝
で
方
形
に
囲
い
、
そ

の
内
部
に
低
く
盛
土
し
て
、
中

心
に
主
体
部
（
墓
穴
）
を
作
っ

た
も
の
で
す
。
通
常
、
盛
土
は

失
わ
れ
て
し
ま
い
、
中
心
に
掘

ら
れ
た
主
体
部
と
周
り
の
区
画

溝
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
弁
財
天
池
遺
跡
で
見
つ
か
っ

た
方
形
周
溝
墓
は
、
一
辺
が
　18

ｍ
を
測
る
大
規
模
な
も
の
で
、

そ
の
中
心
部
と
、
区
画
の
す
ぐ

脇
か
ら
主
体
部
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　
区
画
の
中
心
に
位
置
す
る
主

体
部
（
第
１
主
体
部
）
に
は
、

木
棺
を
据
え
た
痕
跡
が
あ
り
、

そ
の
な
か
か
ら
槍
先
形
鉄
製
品

１
点
と
鉄
釧
２
点
が
出
土
し
ま

し
た
。
区
画
の
す
ぐ
脇
に
あ
る

第
２
主
体
部
か
ら
は
、
銅
釧
６

点
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
釧
と
は
、
現
在
で
い
う
腕
輪

の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
被
葬
者

と
と
も
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
鉄
釧
は
、
断

面
蒲
鉾
状
の
鉄
板
を
環
状
に
曲

げ
て
成
形
し
た
も
の
で
す
。
対

し
て
銅
釧
は
、
幅
１
 ㎝
、
径
６

㎝
 の
環
状
に
成
形
さ
れ
、
い
ず

れ
も
重
量
は
　
 ｇ
前
後
に
作
ら
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れ
て
お
り
、
断
面
の
形
態
か
ら
、

一
定
の
規
格
で
作
ら
れ
た
鋳
型

を
用
い
て
鋳
造
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
主
体
部
の
周
り
を
取
り
囲
む

周
溝
か
ら
は
、
甕
形
土
器
が
出

土
し
て
お
り
、
こ
の
土
器
が
作

ら
れ
た
時
期
か
ら
、
方
形
周
溝

墓
が
作
ら
れ
た
時
期
は
、
弥
生

時
代
後
期
終
末
（
３
世
紀
後
半

～
４
世
紀
初
頭
）
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
土
器
は
「
朝
光
寺

原
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
信
濃
か
ら
北
関
東
を
経
て

東
京
湾
西
岸
に
ま
で
広
が
る
櫛

描
文
を
特
徴
と
す
る
土
器
の
ひ

と
つ
で
す
。
方
形
周
溝
墓
に
鉄

釧
・
銅
釧
を
副
葬
す
る
こ
と
は
、

櫛
描
文
土
器
の
文
化
圏
に
見
ら

れ
る
大
き
な
特
徴
で
す
。
弥
生

時
代
終
末
期
の
弁
財
天
池
遺
跡

は
、
信
濃
か
ら
東
京
湾
沿
岸
に

及
ぶ
大
き
な
文
化
圏
の
南
端
付

近
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
１
号
方
形
周
溝
墓
の
規
模
が
、

多
摩
川
流
域
に
お
い
て
最
大
級

の
規
模
を
測
る
こ
と
、
ま
た
鉄

釧
・
銅
釧
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

当
時
の
優
れ
た
技
術
力
を
駆
使

し
た
副
葬
品
が
納
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
摩
川
中

流
域
に
お
い
て
屈
指
の
指
導
力

を
有
す
る
集
団
が
、
こ
の
狛
江

の
地
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
き
に
触
れ
た
地
域
性
の
特

徴
も
合
わ
せ
て
、
狛
江
の
歴
史

だ
け
で
は
な
く
、
多
摩
川
流
域

の
弥
生
文
化
を
考
え
る
上
で
も

極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
回
、
市
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
和
泉
式
土
器
】

　
東
京
都
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
和
泉
式
土
器
は
、
昭
和

　
年
、
東
京
航
空
計
器
株
式
会

15社
の
敷
地
内
で
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
出
土
し
た
も
の
で
す
。

　
当
時
、
古
墳
時
代
は
前
半
と

後
半
の
二
時
期
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
間
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
土
器
が
こ
の
調

査
で
初
め
て
見
つ
か
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
中
期
に

関
東
地
方
で
作
ら
れ
た
土
師
器

の
特
徴
を
示
す
資
料
と
し
て
、

は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
地
名
を

と
っ
て
「
和
泉
式
土
器
」
と
名

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
和
泉
式
土
器
に
は
、
胴
部
が

丸
く
膨
ら
む
甕
、
高
坏
、
坩
、

鉢
、
壺
、
甑
、
小
形
の
手
づ
く

ね
土
器
な
ど
様
々
な
器
形
の
土

器
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
土

器
も
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
て
形

作
っ
た
後
、
器
の
表
面
を
丁
寧

に
磨
き
、
野
焼
き
で
焼
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
高
坏
、
坩
な
ど
に
は
、
畿
内

で
作
ら
れ
た
須
恵
器
を
模
倣
し

て
作
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
畿
内
と
の
情
報
交
換
、

交
流
の
活
発
さ
が
窺
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
な
か
、

狛
江
の
地
に
も
数
多
く
の
古
墳

が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

狛
江
市
文
化
財
を
２
件
指
定

和
泉
式
土
器
が
東
京
都
指
定
文
化
財
に

陰

右

韻

宇

隠隠

隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

石井家住宅長屋門

和泉式土器

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給

食
法
に
の
っ
と
り
、
成
長
期
に

あ
る
生
徒
の
健
全
な
心
身
発
達

の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
豊
か
な
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
健
康
増
進
及
び

体
位
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

給
食
を
通
じ
て
健
康
安
全
へ
の

関
心
を
高
め
、
正
し
い
食
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
方
式
（
弁
当

形
式
に
よ
る
デ
リ
バ
リ
ー
方

式
）
に
よ
る
中
学
校
給
食
を
平

成
　
年
９
月
下
旬
か
ら
実
施
す

20
る
予
定
で
す
。

　
平
成
　
年
度
に
お
い
て
は
、
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こ
の
実
施
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

代
表
、
中
学
校
長
代
表
、
養
護

教
諭
及
び
栄
養
士
の
代
表
、
教

育
委
員
会
職
員
で
組
織
す
る
調

理
業
務
委
託
業
者
選
定
委
員
会

や
実
施
素
案
検
討
委
員
会
を
設

け
、
業
者
選
定
や
実
施
素
案
策

定
な
ど
を
行
い
、
中
学
校
給
食

を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
事

項
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
実
施
素
案
の

配
布
は
も
と
よ
り
、
説
明
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
形
で
中

学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
く
の

か
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
校
給
食
は
学
校

で
学
ぶ
集
団
生
活
の
一
部
を
な

す
重
要
な
も
の
と
し
て
と
ら
え

る
と
と
も
に
、
生
徒
の
食
に
関

す
る
今
日
的
な
状
況
を
踏
ま
え
、

生
徒
の
健
康
と
食
生
活
の
向
上

の
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

中
学
校
給
食
の
第
一
義
的
な
役

割
と
考
え
、「
原
則
と
し
て
全

員
給
食
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

や
食
を
通
じ
た
親
子
の
結
び
つ

き
な
ど
家
庭
か
ら
の
弁
当
の
良

さ
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
ま

ず
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、
給

食
を
希
望
す
る
か
否
か
、
事
前

に
給
食
申
込
み
の
手
続
き
を
経

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
給
食
を

提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
運
用
面
で
、
保
護

者
や
生
徒
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
柔
軟
な

対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
中
学
校
給
食
の
運
用

面
に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄
に

つ
い
て
明
確
に
す
る
た
め
、
運

用
に
関
す
る
要
綱
を
策
定
し
、

公
表
す
る
予
定
で
す
。
原
則
と

し
て
全
員
給
食
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
明
確
か
つ
具

体
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

家
庭
か
ら
の
弁
当
を
持
参
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る

場
合
は
家
庭
か
ら
の
弁
当
と
併

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
明
記
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
今
ま
で
の
経
過
等
に

関
し
て
は
、
情
報
公
開
及
び
説

明
責
任
と
い
う
観
点
か
ら
、
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
平
成
　
年
度
の
実
施

20

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
４
月
中
旬
に
小
学
５
、

６
年
生
の
児
童
及
び
保
護
者
、

中
学
校
の
生
徒
及
び
保
護
者
へ

中
学
校
給
食
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

６
月
中
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と

具
体
的
な
手
続
き
等
に
関
し
て

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
説
明

会
を
実
施
し
、
７
月
中
旬
ご
ろ

ま
で
に
中
学
校
給
食
の
申
込
を

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
い
ま
す
。

実
際
に
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
中
学
校
給
食
を
予
約
し

て
い
た
だ
く
時
期
は
、
献
立
を

配
布
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
教
育

委
員
会
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
考
慮
し
、
９
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
給
食
の
実
施

に
あ
た
り
、
現
在
実
施
し
て
い

ま
す
ミ
ル
ク
給
食
及
び
あ
っ
せ

ん
弁
当
は
７
月
ま
で
と
な
り
ま

す
。
　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
生
徒
及
び
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、
当
面
の
献

立
を
含
め
ま
し
て
調
理
業
務
委

託
業
者
と
の
最
終
調
整
を
図
る

と
と
も
に
、
配
膳
室
の
整
備
な

ど
を
進
め
、
生
徒
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
学
校
に
な
る
べ
く
ご

不
便
を
か
け
な
い
よ
う
、
中
学

校
給
食
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
中
学
校
給
食
の
開
始
時
期
に

つ
き
ま
し
て
は
、
以
上
の
作
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
教
育
課
程
を

考
慮
い
た
し
ま
し
て
、
９
月
下

旬
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
中

学
校
給
食
準
備
担
当
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中中
学
校
給
食

中
学
校
給
食
のの

実
施
に
つ
い

実
施
に
つ
い
てて

芋

咽

允

員

鰯鰯

鰯鰯

印
印
印
印

印
印
印
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